




Introduction of the Diary of Air-raid in Toyohashi 

























































































































編（1997）『沖縄―日本最後の戦闘』（外間正四郎訳）光文社（57～58頁）。および Records of the US Strategic 






































WSM296 191804K 191704 200004 G201065K 玉島航空機工場
３PRM90 200159K 200059 200759 G201635K 神戸−大阪−名古屋
３PRM91 200346K 200246 200946 G201815K 呉−玉島−神戸
３PRM92 200457K 200357 201057 201608K 神戸−大阪−名古屋
WSM297 200512K 200412 201112 G201850K 沖縄地域
WSM298 200600K 200500 201200 G201955K 横浜ドック
３月21日
（水）
WSM299 210200K 210100 210800 名古屋
WSM300 ［210516K］ ［210416］ ［211116］ G211916K 九州地域
WSM301 ［210658K］ ［210558］ ［211258］ G212058K 東京地域
３月22日
（木）
WSM302 211801K 211701 220001 神戸
３PRM93 220235K 220135 220835 G221555K 神戸−大阪−名古屋
３PRM94 220225K 220125 220825 G221520K 名古屋
WSM303 220630K 220530 221230 G222020K 沖縄地域
WSM304 220604K 220504 221204 G221935K 神戸−大阪地域
WSM305 221759K 221659 222359 G230635K 呉−高知地域
３月23日
（金）
WSM306 230559K 230459 231159 G231730K 沖縄地域
WSM307 230639K 230539 231239 231814K 四国−神戸地域
313RSM4 231706K 231606 232306 関門海峡北部地域
３月24日
（土）
WSM308 231836K 231736 240036 G240829K 名古屋
WSM309 ［240056K］ ［232356］ ［240656］ G241456K 浜松−東京地域
３PRM98 ［240156K］ ［240056］ ［240756］ G241556K 太田−郡山−福島
３PRM95 ［240230K］ ［240130］ ［240830］ G241630K 関門海峡
３PRM96 ［240205K］ ［240105］ ［240805］ G241605K 神戸−大阪−名古屋
WSM310 ［240540K］ ［240440］ ［241140］ G241940K 九州地域
３月25日
（日）
WSM311 241830K 241730 250030 G251026K 神戸
３PRM97 250225K （中止） 　 関門海峡
３PRM99 250336K 250236 250936 G251805K 名古屋地域
３PRM100 250235K 250135 250835 G251935K 九州の飛行場
WSM312 250606K 250506 251206 G252015K 沖縄地域
WSM313 250610K 250510 251210 S252137K 呉−高知地域
WSM314 251759K 251659 252359 S260647K 甲府




































































































































































































































































































４） Mark Lardas （2019） “Air Campaign Japan1944-45 LeMay’s B-29 strategic campaign” Osprey Publishing, p.56によれば，
ルメイによる夜間精密爆撃の実験の試みであった。これが成功すれば日本の脆弱な夜間防備を利用して，一般目的弾の
在庫を消費することになった。３月24日に名古屋に向けて出撃，目標上空で照明弾を投下して，その５分後に10機程度
が M-17集束焼夷弾を投下して火災を発生させ，後続の主力部隊が火災を目印に M-64GP を投下することになっていた。
しかし，厚い雲に邪魔されて火災が見えず，作戦は失敗に終わった。目標の構内に着弾した爆弾は４％に過ぎなかっ
た。この爆撃については第314航空団29爆撃群団43爆撃戦隊のパイロットの記録もある。Gordon B. Robertson （2016）, 















































































































WSM314-1 261132K 261032 261732 九州地域
WSM315 260618K 260518 261218 S262050K 呉−高知地域
WSM316 260612K 260512 261212 S261955K 東京−浜松地域
３月27日
WSM317 261804K 261704 270004 佐伯飛行場
３PRM101 ［270425K］ ［270325］ ［270225］ G271825K 九州地域
WSM318 ［270532K］ ［270432］ ［270332］ G271932K 呉−高知地域
WSM319 ［270605K］ ［270505］ ［270405］ G272005K 四国地域
３月28日
WSM320 ［272021K］ ［271921］ ［280221］ G281021K 対馬海峡地域
３PRM102 280211K 280111 280811 S281516K 神戸−大阪地域
３PRM103 ［280240K］ ［280140］ ［280840］ G281640K 九州の飛行場
３PRM104 ［280200K］ ［280100］ ［280800］ G281600K 九州の飛行場−広島地域
WSM321 280626K 280526 281226 G282100K 東京地域
３月29日
WSM322 282030K 281930 290230 　 神戸−大阪地域
WSM323 281811K 281711 290011 済州島地域
３PRM105 290254K 290154 290854 G291640K 広島−呉
３PRM106 （中止） 　 　 　 九州地域
３PRM107 290203K 290103 290803 G291730K 九州地域
WSM324 290721K 290621 291321 S292125K 対馬海峡　
WSM325 290618K 290518 291218 S292020K 東京地域
313RSM5 291533K 291433 292133 T300656K, 300726K 瀬戸内地域
WSM326 291754K 291654 292354 G300755K 神戸−大阪地域
３月30日
３PRM108 ［300150K］ ［292350］ ［300650］ G301550K 南方諸島
３PRM109 ［300430K］ ［300330］ ［301030］ G301830K 郡山−太田地域
WSM327 ［300534K］ ［300434］ ［301134］ G301934K 横浜小倉石油
WSM328 （中止） 　 　 S300630K 東京地域
WSM329 301702K 301602 302302 G311114K 済州島地域
３月31日
３PRM110 310142K 310042 310742 G301550K 京都−名古屋
３PRM111 310237K 310137 310837 G311730K 京都−名古屋
３PRM112 310456K 310356 311056 G312330K 九州の飛行場
WSM330 310616K 310516 311216 G312205K 対馬海峡
WSM331 310605K 310505 311205 G312005K 東京
WSM332 311758K 311658 312358 G312637K 済州島地域





































































こへ向かうものであった。Revised Report of the Committee of Operations Analysts on Economic Targets in the Far 
























































































































































































































































51 ４月１日 中島飛行機武蔵製作所 73（116） M-64, M-26 02：02～03：29 5,830～7,960
52 ４月１日 スターベーション［呉湊］ 313（6） Mk26 10：02～10：33 25,700～26,450
53 ４月２日 スターベーション［広島水域］ 313（10） Mk25, Mk26＆36 00：16～00：36 6,000～6,100
54 ４月３日 スターベーション［広島水域］ 313（9） Mk25, Mk26＆36 23：10～23：45 6,000～6,150




56 ４月３日 小泉飛行機製作所 313（78） M-64, M-46, M-26 01：14～02：41 7,000～7,600





58 ４月７日 中島飛行機武蔵製作所 73（107） M-66 10：00～10：06 12,000～16,400
59 ４月７日 三菱重工名古屋発動機製作所 313・314（194） M-64 11：03～12：54 16,000～25,000
60 ４月８日 鹿屋飛行場・（鹿児島市街地） 73（32） M-64 10：29～10：52 17,000～19,300
61 ４月８日 鹿屋東飛行場・（鹿児島） 313（21） M-64 10：32～10：35 17,000～18,000
62 ４月９日 スターベーション［関門海峡］ 313（20） Mk25, Mk26＆36 00：40～01：16 5,000～6,300
63 ４月12日 中島飛行機武蔵製作所 73（114） M-66 11：08～11：21 12,000～17,500
64 ４月12日 保土ヶ谷化学工業会社 313（82） M-64A1 11：20～12：30 7,000～15,000
65 ４月12日 郡山化学工業会社 314（85） M-64 11：33～12：23 7,000～9,000

















70 ４月17日 出水飛行場 73（22） M-81 14：28～14：29 15,300～16,100
71 ４月17日 太刀洗飛行場 73（21） M-81 14：51～15：00 15,000～16,400
72 ４月17日 国分飛行場 313（24） M-81 14：30～14：38 16,000～17,300
73 ４月17日 鹿屋東飛行場 313（21） M-81 14：47～14：50 16,000～17,600
74 ４月17日 新田原飛行場 314（10） T4E4 15：10～ 18,000～18,500
75 ４月17日 鹿屋飛行場 314（34） T4E4 14：38～14：44 17,800～19,400
76 ４月18日 太刀洗飛行場・（大村飛行場） 73（21） M-81, M-57 07：41～07：54 15,000～15,400
77 ４月18日 鹿屋東飛行場・（国分飛行場） 313（20） M-64A1, T4E4 07：55～08：18 16,000～16,500
78 ４月18日 鹿屋飛行場・（鹿屋東飛行場） 314（33） T4E4 07：50～07：58 18,000～19,140
79 ４月18日 出水飛行場 73（23） M-81, M-57 07：29～07：58 15,390～16,300
80 ４月18日 国分飛行場 313（22） M-81, M-57 07：45～08：34 16,000～17,000
81 ４月18日 新田原飛行場 314（11） T4E4 08：03～09：22 18,000～18,200
82 ４月21日 大分飛行場 73（30） M-64 06：55～06：56 14,300～15,300
83 ４月21日 鹿屋東飛行場 313（33） M-64 07：09～08：01 16,200～17,350
84 ４月21日 鹿屋飛行場 314（33） T4E4 07：04～07：35 16,000～17,800
85 ４月21日 宇佐飛行場 73（30） M-64 08：11～08：22 14,500～15,800
86 ４月21日 国分飛行場 313（35） M-64 08：20～08：53 12,000～14,000
87 ４月21日 串良飛行場 314（28） M-64 08：59～09：07 17,400～17,675
88 ４月21日 太刀洗飛行場 73（21） M-64 09：03～09：04 18,500～19,200
89 ４月21日 出水飛行場 313（16） M-64 07：14～08：49 14,100～14,500
90 ４月21日 新田原飛行場 314（23） M-64, T4E4 08：25～08：34 15,000～16,500
91 ４月22日 出水飛行場 73（21） M-64 07：52～08：05 16,000～18,000
92 ４月22日 串良飛行場 313（18） M-64 07：58～08：45 16,000～16,600
93 ４月22日 宮崎飛行場 314（22） M-64 07：34～09：10 14,000～17,500
94 ４月22日 富高飛行場 73（18） M-64 08：36～ 16,450～17,500





















97 ４月26日 宇佐飛行場 73（21） M-64 07：16～07：44 15,500～26,500
98 ４月26日 大分飛行場 73（22） M-64 06：13～07：07 13,500～24,000
99 ４月26日 佐伯飛行場 73（23） M-64 06：53～07：18 20,800～25,390
100 ４月26日 富高飛行場 73（22） M-64 06：07～07：45 13,000～24,500
101 ４月26日 松山飛行場・（今治飛行場） 313（37） M-64 08：47～09：32 22,800～26,615
102 ４月26日 新田原飛行場 313（23） M-64, M-47A2 08：40～08：58 13,700～25,000
103 ４月26日 宮崎飛行場 313（21） M-64 09：18～10：19 13,500～19,000
104 ４月26日 鹿屋飛行場・（国分飛行場） 314（22） M-64 09：52～10：14 20,000～27,000
105 ４月26日 串良飛行場 314（22） M-64 10：04～11：03 22,000～29,000
106 ４月26日 国分飛行場 314（22） M-64 09：54～10：39 15,300～28,850
107 ４月26日 都城飛行場・（宮崎飛行場） 314（21） M-64 10：15～10：56 19,600～23,000
108 ４月27日 出水飛行場 73（22） M-64 08：46～09：45 15,800～17,700
109 ４月27日 宮崎飛行場 73（21） M-64 09：30～09：34 11,950～12,900
110 ４月27日 国分飛行場 313（22） M-64, M-47A2 08：37～08：58 10,310～12,000
111 ４月27日 都城飛行場 313（18） M-64 09：17～09：51 10,000～12,000
112 ４月27日 鹿屋飛行場 314（21） M-64 08：53～08：55 16,000～17,020
113 ４月27日 串良飛行場 314（19） M-64 08：25～08：31 15,000～17,160
114 ４月28日 出水飛行場 73（24） M-64 08：50～08：58 15,775～17,380
115 ４月28日 宮崎飛行場 73（20） M-64 09：52～09：53 11,500～12,800
116 ４月28日 国分飛行場 313（20） M-64 09：12～09：13 12,000～12,250
117 ４月28日 都城飛行場 313（19） M-64 08：51～08：52 11,000～12,000
118 ４月28日 鹿屋飛行場 314（23） M-64 08：53～08：57 15,000～17,000
119 ４月28日 串良飛行場 314（23） M-64 08：25～08：27 16,200～17,800
120 ４月29日 宮崎飛行場 73（21） M-64, M-30 07：58～ 15,400～15,950
121 ４月29日 都城飛行場 73（23） M-64, M-30 07：17～07：20 14,920～16,600
122 ４月29日 国分飛行場 313（22） M-64, M-47A2 07：05～07：06 12,300～13,000
123 ４月29日 鹿屋東飛行場 313（15） M-64 07：21～07：22 14,000～14,500
124 ４月29日 鹿屋飛行場 314（20） M-64 08：25～08：36 17,500～18,500
125 ４月29日 串良飛行場 314（20） M-64 08：54～08：57 17,200～17,600
126 ４月30日 立川陸軍航空工廠，浜松市 73・313（105） M-64, M-47A2 10：22～10：54 17,800～21,500
127 ４月30日 鹿屋飛行場 314（11） M-64 10：40～ 18,200
128 ４月30日 鹿屋東飛行場 314（11） M-64 10：38～ 17,100
129 ４月30日 国分飛行場 314（10） M-64 10：42～10：44 17,200～17,900
130 ４月30日 大分飛行場 314（11） M-64 10：13～10：14 17,270～17,900
131 ４月30日 富高飛行場 314（12） M-64 10：14～10：15 16,900～17,550
132 ４月30日 佐伯飛行場 314（11） M-64 10：13～ 17,100～17,700
（出所） 工藤洋三企画・制作『XXI Bomber Command Tactical Mission Reports Mission No.26～ No.331』（2009年版）およ
び小山仁示訳『米軍資料　日本空襲の全容』東方出版，1995年より作成。より作成。
　 　























51 ４月１日 中島飛行機武蔵製作所 なし 晴れ 116/122  6 12（53）








なし 1～10/10 9/9 　
55 ４月３日 静岡航空機工場 なし 0～2/10 48/49 　
56 ４月３日 小泉飛行機製作所 東京市街地 10/10 48/78 18 　
57 ４月３日 立川飛行機会社 川崎市街地 9～10/10 64/113 47  1  1 0（11）








出水飛行場 10/10 29/32 　




なし 8～10/10 16/20 　
63 ４月12日 中島飛行機武蔵製作所 なし 濃霧～2/10 94/114 11  2 　
64 ４月12日 保土ヶ谷化学工業会社 なし 晴れ 64/82 11 　




なし もや 5/5 　
67 ４月13日 東京陸軍造兵廠地域 なし 視程無限 328/348  4  7 0（78）
68 ４月15日 川崎市街地 なし 晴れ～3/10 194/219  1 11 0（125）
69 ４月15日 東京市街地 なし 晴れ～3/10 109/118 　  1 0（0）
70 ４月17日 出水飛行場 なし 晴れ 20/22  2 　
71 ４月17日 太刀洗飛行場 なし 晴れ 21/21 　
72 ４月17日 国分飛行場 なし 晴れ 20/24  1 　
73 ４月17日 鹿屋東飛行場 なし 晴れ 20/21 　
74 ４月17日 新田原飛行場 なし 晴れ 7/10 　












なし 2～7/10 30/33  1 　
79 ４月18日 出水飛行場 なし 晴れ 21/23  2 　




なし 2～7/10 11/11 　
82 ４月21日 大分飛行場 なし 0～1/10 17/30 12 　
83 ４月21日 鹿屋東飛行場 なし 0～2/10 27/33  4 　




85 ４月21日 宇佐飛行場 なし 0～1/10 29/30 　
86 ４月21日 国分飛行場 なし 0～3/10 34/35 　
87 ４月21日 串良飛行場 なし 0～3/10 28/31 　
88 ４月21日 太刀洗飛行場 なし 0～1/10 17/21  1 　
89 ４月21日 出水飛行場 なし 0～3/10 13/16  3 　
90 ４月21日 新田原飛行場 なし 0～3/10 22/23 　



















92 ４月22日 串良飛行場 なし 0/10 9/18  5 　
93 ４月22日 宮崎飛行場 なし 0/10 22/22 　
94 ４月22日 富高飛行場 なし 0/10 18/18 　
95 ４月22日 鹿屋飛行場 なし 0/10 19/25 1 0（0）
96 ４月24日 日立航空機立川工場 静岡 0～2/10 101/131  8 13 5
97 ４月26日 宇佐飛行場 なし 10/10 18/21  2 　
98 ４月26日 大分飛行場 なし 10/10 19/22  2 　
99 ４月26日 佐伯飛行場 なし 10/10 19/23 　
100 ４月26日 富高飛行場 なし 10/10 21/22 　
101 ４月26日 松山飛行場（今治飛行場） なし 10/10 15/37 16 　
102 ４月26日 新田原飛行場 なし 10/10 18/23  2 　
103 ４月26日 宮崎飛行場 なし 10/10 19/21  1 　
104 ４月26日 鹿屋飛行場（国分飛行場） なし 10/10 19/22  2 　
105 ４月26日 串良飛行場（宮崎飛行場） なし 10/10 13/22  9 　
106 ４月26日 国分飛行場 なし 10/10 17/22  3 　
107 ４月26日 都城飛行場（宮崎飛行場） なし 10/10 17/21  3 　
108 ４月27日 出水飛行場 なし 晴れ～2/10 21/22 1 0（1）
109 ４月27日 宮崎飛行場 なし 2/10 21/21 　
110 ４月27日 国分飛行場 なし 0～2/10 19/22 　
111 ４月27日 都城飛行場 なし 0～2/10 14/18 　
112 ４月27日 鹿屋飛行場 なし 晴れ 20/21 　
113 ４月27日 串良飛行場 なし 晴れ 17/19 1 0（9）
114 ４月28日 出水飛行場 なし 0～2/10 23/24 　
115 ４月28日 宮崎飛行場 なし 0～2/10 20/20 1 0（11）
116 ４月28日 国分飛行場 なし 0～2/10 17/20 1 0（1）
117 ４月28日 都城飛行場 なし 0～2/10 17/19 　
118 ４月28日 鹿屋飛行場 なし 0～2/10 22/23  1 　
119 ４月28日 串良飛行場 なし 0～2/10 23/23 1 0（12）
120 ４月29日 宮崎飛行場 なし 1～2/10 19/21 　
121 ４月29日 都城飛行場 なし 1～2/10 22/23 2 0（16）
122 ４月29日 国分飛行場 なし 0/10 22/22 　
123 ４月29日 鹿屋東飛行場 なし 0/10 14/15 　
124 ４月29日 鹿屋飛行場 なし 0～1/10 18/20 　




日本楽器 6～10/10 69/106  9 14 　 1（0）
127 ４月30日 鹿屋飛行場 なし 0/10 11/11 　
128 ４月30日 鹿屋東飛行場 なし 0/10 10/11 　
129 ４月30日 国分飛行場 なし 0/10 5/10 　 0（1）
130 ４月30日 大分飛行場 なし 9～10/10 11/13  　
131 ４月30日 富高飛行場 なし 0/10 11/12  1 　






































































































WSM333 010110K 010010 010710 G011540K 東京
WSM334 010720K 010620 011320 G012245K 神戸
４月２日
WSM335 011819K 011719 020019 S021100K 対馬海峡
WSM338 ［020023K］ ［012323 ［020623］ G021423K 沖縄
3PRM113 ［020220K］ ［020120］ ［020820］ G021620K 東京・横浜
3PRM114 ［020227K］ （中止） 　 G021627K 九州地域
3PRM115 ［020227K］ ［020127］ ［020827］ G021627K 姫路−舞鶴・京都
WSM336 ［020515K］ ［020415］ ［021115］ G021915K 東京
WSM337 ［020605K］ ［020505］ ［021205］ G022005K 呉−高知
４月３日
WSM339 021804K 021704 030204 G030835K 対馬海峡
3PRM117 030155K 030055 030755 G031545K 九州地域
WSM340 030645K 030545 031245 G032135K 対馬海峡
WSM341 030810K 030710 031410 S031920K 東京
WSM342 031722K 031622 032322 S040610K 神戸
3PRM116 （延期） 広島−呉
４月４日
3PRM120 040309K 040209 040909 G041655K 東京地域
WSM343 040613K 040513 041213 G041853K 東京地域
WSM344 040616K 040516 041216 S042110K 呉−高知





WSM346 050930K 050830 051530 対馬海峡
WSM347 ［050550K］ ［050450］ ［051150 G051950K 浜松
４月６日
WSM348 051803K 051703 060003 S060850K 神戸−大阪
73RSM1 051819K 051719 060019 S060900K 浜松，静岡，玉島
3PRM118 060248K 060148 060848 G061725K 立川−小泉
3PRM119 060153K 060053  G060347K 呉−関門海峡
3PRM121 060258K 060158 060858 G061720K 呉・関門海峡
WSM349 060421K 060321 061021 G061945K 対馬海峡
WSM350 060620K 060520 061220 G062007K 三菱名古屋航空機製作所
４月７日
WSM351 061901K 061801 070101 070905K 浜松−済州島
WSM352 （中止） 神戸
3PRM122 070203K 070103 070803 G071514K 福岡・関門海峡・呉
3PRM123 070207K 070107 070807 G071740K 高崎−長野
3PRM124 070227K （中止） 　 　 名島埼−志賀崎の航路
3PRM125 （不明） 東京・小泉
3PRM126 070451K 070351 071051 G072055K 九州北西沿岸，本州北沿岸∸呉
3PRM127 070218K 070118 070818 京都−勝浦の航路
3PRM128 070247K 070147 070847 I071450K 犬吠埼−駿河の航路
3PRM129 070223K 070123 070823 I071457K 横浜−今津の航路
WSM353 070611K 070511 071211 G072030K 佐伯海軍基地
































































23） 「作戦任務報告書」No.55. また op. cit. , Mark Lardas （2019） pp.56-57によれば，ルメイは４月３日には３航空団をそれ
ぞれ三菱重工静岡航空機工場，立川飛行機会社そして中島飛行機小泉製作所に出撃させた。結果はそれ以前の試みと同
様であった。こうして，４月７日からは P-51による援護をスタートさせるとともに，昼間の作戦任務を再開すること
になる。静岡航空機工場の作戦については，op. cit., Gordon B. Robertson Jr. （2017）, p.111も参照。





























































































































































































































～4,741メートル）から M-66，2000ポンド GP 
535発を投下した。
　　ただし，日誌にあるのは三菱重工に対するも
のと考えてよいだろう。第313および314航空団
の計194機が出撃し，このうち151機が第１目標
　 　
25） 「作戦任務報告書」No.51およびチェスター・マーシャル（2001）『B-29日本爆撃30回の実録』（高木晃治訳）ネコ・パブ
リッシング，234～239頁参照。
26） 「作戦任務報告書」No.58.
27） 名古屋空襲を記録する会（1985）20頁。同資料によれば，第１目標の三菱重工名古屋発動機製作所は，主要機械の70％
をすでに疎開完了していたこともあり，「残存機械ノ二〇％損害ヲ受ケタル程度ナリ建物当分復旧見込ナシ」の状態で
あった。
28）名古屋空襲を記録する会（1985），126頁。
第53図：４月７日の名古屋爆撃の飛行コース
（出所）「作戦任務報告書」No.58−59.
48
た，両作戦の爆撃時刻や高度をみてもわかるよ
うに，夜間低高度精密爆撃は放棄され，再び昼
間高高度精密爆撃に復帰した。
　　なお，４月７日の少数機の来襲は，米軍資料
（第40表）によれば，気象観測爆撃機 WSM351
～353の３機，写真偵察機3PRM122～129（た
だし，124は中止，125は欠）の６機，計９機で
あった29）。
　　沖縄戦がはじまって，特攻が日本軍の主要な
戦法となった。４月６日には海軍の菊水作戦，
陸軍の第一次航空総攻撃が展開された。それぞ
れ215機，82機が出撃した30）。一方，６日には
戦艦大和，軽巡洋艦矢矧，駆逐艦８隻，計10隻
が海上特攻として，沖縄に向けて出撃した。し
かし，７日，艦隊は米第58機動部隊の艦載機に
よる２次にわたる波状攻撃を受けて鹿児島坊ノ
岬沖で大和，矢矧はじめ計６隻が撃沈された。
ここに沖縄は「本土から完全に遮断され完全に
孤立化するにいたった31）」。こうした事実は，
『朝日新聞』では「戦艦をはじめとする我が水
上部隊が初の特攻隊として敵艦艇群に壮烈な斬
込みをかけ，戦艦以下五隻が・・・華と散った」
（1945年４月９日）と報じられたのみであった。
沖縄戦は，日誌の筆者が生活する豊橋からは遠
い世界の話であったが，日本軍の戦果を伝える
虚報にもかかわらず，戦況が極めて深刻である
ことは市民の実感として共有されていたように
思われる。沖縄は明日の豊橋のすがたとも考え
られなくはなかったのである。
 ＜次号につづく＞
　 　
29） 原田良次（1973）（下）は，４月１日から７日の少数機の来襲を次のように記している。２日「〇八五〇，一一四〇各
B29一機来襲，戦果偵察ならん」，３日「〇八五〇，一一一〇の二回 B29一機来襲」，４日「一一三まる B29単機で侵
入」，５日「正午 B29一機来襲だけ」，７日「一三三〇 B29一機飛来，爆撃戦果の偵察ならん」。
30） 前掲，沖縄県（2017）127頁。
31） 米総務省編（1997），125頁。
